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放射線の健康影響に関する情報発信を展開しているぐぐるプロジェクト事務局（環境省事業）では、今年度

の活動の総括にあたるぐぐるプロジェクトフォーラムを２月２８日（月）に星陵会館（千代田区）で開催しました。 

フォーラムの第１部では昨年夏から進められてきたラジエーションカレッジプレゼン部門Ⅰ・Ⅱ、台詞作成部

門の表彰式が行われ、大阪大学の大谷真輝さん、福島県立医科大学の佐藤寿美さん、関西学院大学の橋本

碧さん、東北大学の高橋彩乃

さんが優秀賞を受賞しました。

また、台詞作成部門では西九

州大学の原彩乃さん、佐賀大

学大学院の田中留奈さん、大

阪大学の大谷真輝さんがそれ

ぞれ優秀賞を受賞しました。な

かでも大阪大学の大谷さん

は、プレゼン部門Ⅰと台詞作

成部門双方で優秀賞を獲得す

る快挙を達成しました。 

 

 

 

 

＜優秀賞受賞者＞ 

◆プレゼン部門Ⅰ 

 大谷真輝さん(大阪大学) 

 佐藤寿美さん(福島県立医科大学) 

◆プレゼン部門Ⅱ 

 高橋彩乃さん(東北大学) 

 橋本 碧さん(関西学院大学)  

◆台詞作成部門 

 大谷真輝さん（大阪大学） 

 田中留奈さん（佐賀大学大学院） 

 原 彩乃さん(西九州大学) 

  

審査委員長を務めた国立成育医療研究センター研究所長の梅澤明弘氏は「どうしたらうまく伝わるか、どうし

たら相手の心に響くかを審査の軸として選定した。一人ひとりの個性が出て審査も楽しかった。出来るところか

らこのプロジェクトを育ててほしい」と総評を話しました。 

表彰後の第２部は「差別と偏見」をテーマにした公開講座が行われました。モデレーターを務めた落語家の

桂三四郎さんからなぜ差別偏見は起こってしまうのかという問題を提起。福島県立医大の坪倉正治主任教授

から「科学的に証明でき、それを正しく伝えたとしても差別はそれ以前の問題」、筑波大学の五十嵐泰正教授
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からは「社会的な偏見の影響が個人差別と一緒になっている。心の中の差別偏見は完全に取り除くことは難し

いが、正しい知識を持つことは義務である」と意見が出されました。 

さらに九州医療センターの名本路花放射線医科長からは「知識が入ってくると不安は薄れていく。正しいこと

を伝えてもきちんと伝わっていくには心理的な信頼関係がないと受け入れられないのではないか」との意見が

出ました。 

また、佐賀大学の江口有一郎臨床教授からは「見えないものからの不安を解消するため福島の放射線処理

のＶＴＲを見せたり、院内に吹き流しをして空気の流れた方が分かるなど可視化できる工夫をして、自分ごとと

して対応することにした」と、放射線と同様に見えない不安にあるコロナの医療現場の状況が紹介されました。 

総括として桂三四郎さんから「まずは関心を持ってもらうことが必要。多くの人に正しい知識を持ってもらう姿

勢をどう持ってもらうか。相手のことを思いやる想像力が大切になる」とまとめ、常に関心を持ってもらうことの重

要性を唱えました。この公開講座の模様は後日ぐぐるプロジェクトのサイト内で公開する予定です。 

 

 

＜報道関係からのお問い合わせ先＞“ぐぐるプロジェクト”広報事務局 担当：武神 TEL：０３－５９４６－８５７９ 

ぐぐるプロジェクトサイト https://www.env.go.jp/chemi/rhm/portal/communicate/ 


